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天理教における日本語教育の国際的展開について

山 岡 政 紀

1、 研 究 目的

現状において,日 本国外 における外国語としての 日本語教育を行 う機関とし

ては,圧 倒 的に学習者側である現地の国家や民 間の諸機関が運営 ・経営する

ケースが多いが,そ れに対 して,目 標言語側である日本の諸機関が海外の多国

間にわたって国際的に日本語教育を展開するケースもある。かつての植民地支

配における同化政策 としての日本語教育 もその一例だが,現 在はむしろ,学 習

者 自身の自発的な目的に応 じた,健 全な第二言語教育 として,緩 やかに行われ

ていることが多い。これに当たる日本の機関 としては,国 際交流基金や青年海

外協力隊などがあるが,こ れらは日本語教師の派遣機関である。多国家間にわ

たって 日本語学校 を運営 している事例は少ない1)。 天理教関連の日本語学校は,

その希少な事例の一つとして注 目されるべ きものである。

また,宗 教教団の海外布教における語学の位置づけという点で も興味深い。

例 えば,キ リス ト教宣教師の場合,宣 教師自身が布教 しようとする地域の言語

を習得 し,"相 手の言葉で"布 教するのが常で,日 本語において もそうであった。

宣教師は布教 という使命感があったので,大 正から昭和にかけては,外 国人で

最 も熱心 に日本語を学習 した人々とさえ言えるほどだった。それに対 し,天 理

教は,一 種の社会貢献 として,布 教 という最終 目的とは直接無関係に日本語教

育を行い,つ まり,大 きな投網をかけ,そ の中か ら熱心に日本語を身につけた

生徒 を対象に布教 を行 うという手法を取っている。 これには立場の違いにより,

賛否両論があろう。布教 という目的だけから考えれば,非 能率的である。一方

で,布 教が達せられな くて も純粋に言語教育の実績は残るし,文 化活動 を通 じ
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て社 会貢献 を してい くことで,現 地社 会 の信 頼 を勝 ち得 て融 和 してい くこ とが

可能である。長期的 な視点か ら見れば,そ の こ と 自体 も結果 と して布 教 につな

が る とも言 え,興 味 深 い。

本研 究で は,こ の よ うな関心 の もとに,天 理 教 の 日本 語教 育 の歴 史 を振 り返

り,さ らに,現 存 す る天 理教 日本 語学 校 の うちの,主 な もの と して,パ リ,シ

ンガポ ール,香 港 の学校 の沿革,運 営 の状 況 な どにつ いて,文 献調 査 を中心 に,

関係 者 か らの 聞 き取 り調 査 に よ って補 いなが ら,そ の結 果 を ま とめた もので あ

る2)。

2.天 理教の 日本語教育の歴史

2.1.戦 前 の海 外 布教 と 日本語 教 育

天理 教 の海外布教 は韓 国,中 国 か ら手 が け られ た。韓 国布 教管理所が1908年

(明治41年)に,満 州 布 教 管 理 所 が1913年(大 正2年)に,そ れ ぞ れ設 置 され

て い る。 そ の後,1927年(昭 和2年)に は,天 津伝 道 庁,上 海伝 道 庁,改 組 し

た満州 伝 道庁 が 誕 生 して い る。

その中で布教 を何語で行 うか ということ,つ ま り,教 義 を翻 訳 して説 くの か,

日本 語 の まま説 くのか,と い うこ とは,天 理教 全体 の方 針 と してで はな く,布

教 の使 命 を担 って赴任 した担 当者 に一任 されていたようである。

韓 国で は,布 教 は専 ら韓 国語 に よって行 わ れていた。1916年(大 正5年)に

は京 城 の朝 鮮 布 教管 理 所(明 治44年 に改 称)内 に教 義 講習 所 が 開設 され た。 こ

れ は,韓 国 人 に天 理教 の教 義 を講 習す ることが 目的だ ったが,開 講 当初,韓 国

人へ の布 教 を志 す 日本 人 が 多 く受講 を希望 したため,専 ら朝 鮮 語 の授 業 とな っ

た。 そ の後,1929年(昭 和4年)に は,本 来 の 目的 に従 って,韓 国 人 の みの受

け入 れ とな り,今 日 まで,韓 国 人天理 教 教 師 養成機 関 と して定着 した・

日本人へ の韓 国語教 育 は,天 理 教 の 「お ち ば」3)で あ る天 理 に所 を移 した。

1925年(大 正14年)に,天 理外 国語 学校 が奈 良 県 の正式 な許可 を得て設置 され

た。 日本で最初の朝鮮語学校であ った。政府が韓 国人 に 日本語教育 を強要 して

いた時代 に,朝 鮮語 の学校 が認 め られ た こ とは驚 きだが,当 時 の 中 山正 善管 長

しんばしら

(真柱)4)が 文部省 と粘 り強 く交渉 して認めさせた。この天理外国語学校が後に
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天理大学外国語学部へ と発展する。

一方
,中 国での布教には,主 に日本語が用いられた。当初の中国伝道は在留

邦人を対象 としていた。 しか し,移 動が激 しいため,信 者 となって も信仰が定

着 しなかった。そこで,現 地人を対象とする日本語教育の必要性が生 じた。つ

まり,宗 教の教理を伝 える前に日本語を習得 させる必要があったのである。満

州へ伝道に赴いた下西朝陽氏は,中 国人の子 どもに日本語を教えながら布教 し

たという。昭和初期のことであろう。これが天理教関連の日本語教育で記録に

残る最 も古いものである。

1934年(昭 和9年)に,中 国の天津伝道庁の一員であった佐藤軍紀氏が伝道

庁内に佐藤 日本語学校 を開校 しているが,佐 藤氏は夫人と共に中国人布教 に情

熱 を燃や し,日 本語学校の開校 もその一環であった。天理教関連の 日本語学校

としては最古の ものである。本教の指示 というよりは,佐 藤氏の独 自の判断に

よるものだったようだ。そして,そ の学生の中から信者が育ち,崇 文門大街 に

教堂が建 ったことが,記 録に残 っている。

続いて,1938年(昭 和13年)に,華 北伝道庁によって中国山西省の太原市 に

山西 日本語学校が開校 される。続 く,1940年(昭 和15年)に は,今 川せい氏が

北京市地安門に日本語学校を開いて布教 したことが伝えられている。但 し,学

校名など詳 しいことはわからない。その後,広 東省広州で天理教華南伝道庁庁

長を務めていた福原登喜氏が,1939年(昭 和14年)に 広州 日語學校 を,さ らに,

1942年(昭 和17年)に は,香 港天理 日語學校を開校 した。福原氏は,1945年(昭

和20年)に 第二次世界大戦のために二校が閉鎖 となるまで,両 校の校長を兼務

した。 このように,韓 国とは対照的に,中 国では布教の手段 として日本語教育

が盛んに行われていたことがわかる。

戦後,1949年(昭 和24年)に 中華人民共和国政府が成立 し,信 仰の自由は表

面上は憲法で保障されながら,実 質的には唯物史観の もとに厳 しい統制下にお

かれ,天 理教のみならず,布 教 をはじめ とする宗教教団の組織的活動は禁止 さ

れていると言ってもよい。天理教関係者が中国伝道に燃やした情熱は昔 日の物

語となっている。

中国国民党の支配下にあった蒙古(モ ンゴル)で の布教にも日本語教育 とい
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う手段 が用 い られた。1934年(昭 和9年)に 蒙古伝 道 に赴 い た 向所 忠 夫氏 は,

もと も と民 間の 日本 語教 師 と して蒙古 に渡 ったが,1936年(昭 和11年)に は,
カ ラ チ ン

喀劇沁 に 日本語学校 を創設 してい る。 向所氏 は,「 迫 害 に耐 え さす に は十 二 分

に教義 を身につ け さす必要があ る」 と考 えた。 そ して,教 義 研 究 を させ るた め

に 日本語 を習得 させ る必要があ ったので ある。常時,40'一 一50名の生 徒 が い た よ

うで あ る。 しか し,終 戦 の年 の1945年(昭 和20年)に 向所 氏 は現 地 召 集 とな り,

漂 流 した末 に 日本 に流 れ着 く。残 された学校 に対 しては 日本人参事官が解散指

令 を出 し,こ れ に よ って,蒙 古 で の布 教 も 日本 語 学校 も途絶 えることとな った。

2.2.天 理 大 学 選科 日本語 科

戦 後 の天 理教 は,か な り早 いペ ースで 体 制 を建 て直 している。終戦の翌年の

1946年(昭 和21年)に は,教 祖 六 十年 祭 を挙 行 。49年(昭 和24年)に は天理 大

学 が 開学 。51年(昭 和26年)に は ブ ラジ ル伝 道 庁 が 開設 。52年(昭 和27年)に

は布教 部 に海外 伝 道部 が設 置 される。54年(昭 和29年)に は天 理市 が発 足 。 こ

の年 に はハ ワ イ伝道庁 も開設 されてい る。そ して,1958年(昭 和33年)に は天

理 大 学選 科 日本語 科 が発 足 している。

この頃,北 米 やハ ワ イで は海外 伝 道が 英 語 によって進め られていたが,や は

り英 語 だ けで は十分 な教 理 の理解が難 しく,入 信 した現 地 の 人 に 「お ち ばがえ

り」5)を勧 め る とい う方 法 を取 っ た。 つ ま り,来 日 して天 理 市 の天 理教 諸 施 設

に長 期滞在 し,日 本 語 を習 得 させ,同 時 に布教 の人材 と して養 成 していったわ

けである。選科 日本語科 はそのための組織 的な教育 を 目的 として開設 されたの

である。

入学資格 は,高 等 学校 卒 業 に相 当す る学 力 と定め られた。修学期 間は1年 半 で,

毎 年4月 と10月 を入 学期 と した。

入学 希 望者 には,大 学 へ の進 学 を希 望 す る者,柔 道 の研 修 を目的 とす る者等

様 々で,67年(昭 和42年)か らは,伝 道 の 人材 とな る こ と を 目指す 者の クラス

を一部,柔 道 そ の他 の体 育 を 目的 とす る者の クラス を二部 として分 けた。修了

後 も,本 人 の希 望 や能 力 に応 じて,修 養 科(教 理 な ど信 仰 に関 す る三 ヶ月 の講

習)に 進 む者 や天 理 大学 に入学 す る者 な ど様 々であ った。
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最 初 の学生 は,ハ ワイ9名,カ ナ ダ1名,ネ パ ー ル1名 の計11名 で あ った が,

そ の後,ア メ リカ,イ ギ リス,イ ン ドネ シア,ブ ラジル な ど多彩 な国籍 の学生

が入 学 している。年齢層 も学力 も多様であったために,自 ず と少 人 数教 育 に な

らざる を得 なかった ようである。

教 師は,当 初,天 理 大 学 の英米 学 科 と国文学 国語学科 の教授 がその任 に当た

ったが,兼 任 で あ る こ とな どか ら十 分 な教育がで きず,数 年 後 に専 任 の教 師 が

置 か れ る こ とになった。

授業 内容 は,毎 朝 教 祖 を参 拝 した後,日 本 語,日 本 文学,日 本 歴 史,日 本事

情,天 理教 教 義,音 楽,書 道 等 の授 業 を行 い,さ らに課外授 業 と して,生 け花,

お茶,そ ろば ん等 を教 え る とい う充 実 したものであ った。 また,行 事 も多 彩 で,

校 外 学 習,旅 行,ス キ ー な どを通 して,全 人 的 な育 成 が行 われ た。 日本 語のテ

キス トとしては,長 沼 直 兄著 『標 準 日本語 読 本』(1～V)が 用 い られ た。

2.3.天 理 大学 別 科 日本語課 程 と天理 教 語学院(TLl)

1981年(昭 和56年)に は,選 科 日本 語科 は改組 され,天 理 大学 別 科 日本 語課

程,同 じく別 科外 国語 課 程 とな った。後者 は外 国語 を学ぶ 日本人学生の課程が

併設 された もので,天 理 大学 の外 国語 学部 ほ どの専 門教育で はな く,既 に布教

を進 めて い る社 会 人へ の 再教育 とい う意味合いが強か った。

別科 日本語課程 では,修 了期 間 は2年 間 とな った。専 任教 員 は最 大 で20名 を

数 え る大所 帯 とな った 。

天 理 大学 の別科 には,二 つ の 問題 点 が次 第 に浮 か び上 が って きた。一つ は,

大 学 の付 属機 関で あ る以上,入 学 資格 が 厳格 にな らざ るを得 ないこ と,二 つ は,

修 了期 間が 二 年 間 と長 い こ と,で あ った。要 す る に,年 齢 も様 々で,既 に仕 事

を持 って い る よ うな一般 の海外信者 に対 して よ り幅広 く日本語教 育 を行 ってい

くこ とに,別 科 は適 して いな か った ので あ る。

この問題点 を克服す るために,1994年(平 成6年),「 天理 教 語 学 院」(Tenri

LanguageInstitute,略 称TLI)が 発足 し,現 在 に至 ってい る。TLIは,天 理 大

学 とは全 く別 の組 織 で,天 理教 海外 伝 道部 が 直轄 して い る。つ ま り,学 校 教 育

法 の も とで制 度化 され た大学別科 の形態 をとらず,宗 教 法人 の機 構 の中 に完 全
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に組み込 まれた ものである。従 って,柔 軟 な運 営 方針 の も と,一 般 の海外 信 徒

へ の 日本語教 育 とい う所期の 目的のために運営 されている。修了期 間 も一年 間

と,別 科 よ りも短 縮 され た。

別 科 につ いては,TLI発 足 後,教 員 を抱 え な が ら も学 生 募 集 を行 わず,事

実 上 の 閉鎖状 態が 続 い て いた が,昨 年(1997年),正 式 に廃 止 され た。

3.海 外各国の天理教 日本語学校 について

3.1.パ リの天 理 日本 語学 校(CoursdeJaponaisdeTenri)に つ いて

3.1.1.天 理 日仏 文化協 会

天 理 教 海 外 布 教 伝 道部 は,海 外 布 教 の 一 環 と して,パ リ出張 所(Tenrikyo

MissionCentreaParis)を1970年 に開設 して い るが,布 教 に先 立つ 中心 的 活動

と して は,当 初 か ら文化 活動 の推 進 に よって,現 地住 民 との融和 を図 る考 え を

持 っていた。そ こで,半 年 後 の1971年(昭 和46年)2月 に は,天 理 日仏 文化 協

会(AssociationCulturelleFranco-JaponaisedeTenri)が 設 立 され た。初 代 会

長 に鎌 田規 彦氏(1973.3～1982.1),第 二代 会長 に 中島秀 春氏(1982.1～1986.5),

第三 代 会長 に岩切 耕 一氏(1986.5-一 現 在)が 就 い てい る。 こ こで は,当 時,急

速 な経 済成 長 に伴 って,関 心 が高 ま りつ つ あ った 日本文 化 に関す る講座(書 道,

日本料 理,お 茶,柔 道 な ど)が 開講 され た。 天 理 日本 語 学 校(CoursdeJapo-

naisdeTenri)は,こ の よ うに多 岐 にわ た っ て 日本 文化 の紹介 を進 めて いった

天理 日仏文化協会の中心 的な活動 の一つ として,同 年5月 に開講 され た もので

あ る。

さらに,1973年5月 に は,日 本 語 の図書 を中心 と した図書 室が開設 され,75

年4月 か らは館外 貸 し出 し も行 って い る。85年 に は蔵 書 も一万 冊 を超 えた とい

う こ とだか ら,民 間の 図書館 と して はか な り規 模の大 きい もの と言える。

1974年10月 には,フ ラ ンス語字 幕つ きの 日本 映 画 を上演す る映画会が開始 さ

れたが,入 場 無 料 で あ った こ と もあ って,整 理 券 を発 行 して入 場 制 限 を しなけ

ればい けないほどの人気 を博 した ようである。

1979年 に は,日 仏 二 ヶ国語 に よる季刊 紙 「ル ・ジ ャポ ン」が発行 された。 日

本の時事 的なニ ュースや 日本文化 に関す る評論な どが掲載 されているが,当 時,
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この種 の刊 行 物 が フ ラ ンス国 内 に は少 なか ったため,定 期 購 読 の希 望 が殺 到 し,

一般 書 店 のみ な らず
,日 本 レス トラ ンや キ オス クで も販売 されたそ うであ る。

「ル ・ジ ャポ ン」 は,天 理 の名前 を広 範 囲 に浸 透 させ た功労者であ った。

1985年 に は出張文 化 活動 と称 して,フ ラ ンス各 地 の文化 団体,学 校 な どの要

請 に応 じて,文 化協 会が 出張 して 日本 文 化 に関す るイベ ン トを催す ものであ る。

1988年 に は,フ ラ ンスの 若 い画 家 に展 示 の場 所 を無料で提供 す る,「 パ リ ・

ギ ャラ リー天 理」 が 開設 された。今 日までに既 に五十回以上の展示会が催 され

ている。

また,こ の年,天 理 雅楽 ヨー ロ ッパ公 演 が 行 わ れているが,天 理 日仏文 化協

会が パ リ公 演 の主 催者 となった。マ スコ ミの取材 が殺到す るなどの大反響 を呼

んだ。

3.1.2.学 校 の歴 史

天 理 日本 語 学校(CoursdeJaponaisdeTenri)は,前 述 の 通 り,天 理 日仏 文

化 協 会 の中心 的 な活動 と して,1971年5月 に開講 した(同 年7月 に フ ラ ンス文

部 省 パ リ教 育局 よ り認可 を取得)。 教 職 員 は天 理 大 学 別科 日本 語 課程並 びに,

海 外 布 教伝 道部 か ら派 遣 され て い る。生徒数 は常時約130名 で あ る。 開校 当 時

の校 長 に は,当 時 パ リ市 内 にあ った国立 東 洋語学校(現 在 の国立 東 洋言 語 文化

研 究所)の マ リー ・塚 原 氏 を迎 え,同 校 の 日本語 教 師 数名 が,開 校 の準 備 に参

画 し,非 常 勤講 師 と して授 業 も担 当 した。その顔ぶ れ も,斉 藤 修 一 現慶 応 大 学

教授,北 条 淳子 現 早稲 田大 学教 授,石 田敏 子現 筑 波 大学 教授 とい った,現 在 の

日本 語 教 育 分 野 の 第 一 人者 ばか りである(い ず れ も天理 教 の信 者 で は ない)。

この よ うな陣容 の も とにス ター トしたの は,単 に布教 戦 略 と して の拙速 な 日本

語 教育ではな く,専 門 家 に よる質 の高 い 日本 語教 育 を 目指 した ことの現 れであ

り,天 理 教 の見識 を うか が い知 る こ とがで きる。専任講 師 としては,天 理 大 学

選 科 日本語 科(の ちの 別科)か ら交代 で教 師 が派 遣 され て い る。

1990年11月 下旬 か ら12月 上旬 に か けて,フ ラ ンスで は初 め て の 日本語 教 師養

成講座 を開講 した。教 内対象 と一般対 象の二回 に分 けて行 われ,計50名 が 受 講

して い る。
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3.1.3.開 校 の 目的

『天理教 パ リ出張所20年 史 』 に は,天 理 日本 語 学校 の 内容 充実 に努 力が払 わ

れ た理 由 として,次 の三 点 が挙 げ られて い る。

一
,最 も真 剣 に 日本 との接触 を希望 している人々を最 も広範囲 に吸収 で き

る。

二,長 期 間 にわ た る人 間的 なつ なが りが期待で きる。

三,社 会 人 を対 象 と した本 格 的な 日本語学校がその時点で はまだなか った。

ここで,一 と二 は最終 的 に布 教 へ とつ ないでい くための ものだが,三 が特 に

強 く意 図 され て い る こ とは,同 校 が勤 労 者 の た めの夜 間の 日本語学校 として開

校 していることか らもわか る。ニ ーズに合 い,ま た,信 頼 が得 られ る よう な教

育 活動 を行 うことが,布 教 に もつ なが り,そ の意 味で,一,二 と三 とは連 続 し

て い る と捉 え られている。

3.1.4.社 会 との接点,社 会的評価など

天理 日本語学校の開校に当たっては,パ リ駐在の日本大使館が全面的に支援

したことも,様 々な資料に残っている。当時の大使館文化担当官であった鈴木

敦也氏はもともと二代真柱 と懇意だったらしく,支 援 というより,海 外での文

化活動の重要性 を天理の側の関係者に熱心に説 くなどして積極的に助言 をした

ほどであった。1976年 には,フ ランス政府から社会人生涯教育のための会社払

い制度の適応を受ける学校 として認可され,在 仏 日系企業や,日 本 と取引のあ

るフランス企業などが,社 員を積極的に入学させるようになった。

学校設立に尽力 した,当 時の 日仏文化協会副会長の田中健三氏は,次 のよう

に述懐 している。

当時の 日本経済の発展途上 と並行 して,日 本企業の海外進出 も始 まり,

日本語の必要性,即 ち日本語に対 しての需要人口が増大 しつつある時で,

その点,時 期 といい,文 化活動のねらいとしては全 く的を射ていたと言

っても過言ではあ りません。 と申 しますのは言語の伝播 とか必要性は,

その国の経済 ・国力に大 きく影響 されるからであ り,こ の 『天理 日語』
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もその波 に乗 り,パ リは言 うに及 ばず,フ ラ ンスの地 方,ヨ ー ロ ッパ の

国 々 に も,か な り高 度 の設備 と内容 を持 っ た民 間の学校 として名 を知 ら

れる ように成長 したのであ ります。(田 中健 三(1992)よ り)

この記 述 に違 わず,天 理 日本 語 学校 は,ヨ ー ロ ッパ で は最 古 に して最大 の 日

本語教育機関 と して知 られ,現 在 も一定 の評 価 を得 て い る。

日本大使館 は,天 理 日本 語学 校 の み な らず,天 理 日仏 文化 協 会 の 活動全 般 に

わ た って,惜 しみ ない支 援 を してい る。 前述 の映画の上映会で も,大 使館 は フ

ィル ム を貸 し出す な どの協力 を してい る。 また,文 化 講 座全 体 の新 入生歓 迎 会

が1985年 か ら行 わ れて い るが,86年 に は,日 本 大 使館 の広 報文 化 セ ンターがそ

の会場 として提供 されている。

マスコ ミの関心 も高 く,1981年2月 には,フ ラ ンス国営 ラ ジオ ・テ レビ局 が

文 化協 会 を取材 し,30分 の番組 を放 送 し,1988年6月 の 天理 雅楽 のパ リ公 演 で

は,開 演前 の記者 会 見 に,40名 を超 え る ジ ャーナ リス トが集 ま っている。 また,

同 年12月 に は,「 パ リ ・ギ ャラ リー 天理 」 で 開催 されたチ リ人ルイス ・トロ ン

コソ氏 の絵画 ・彫刻展の模様がテ レビで放映 されている。

3.1.5.授 業 運 営

開校 当初 は,勤 労 者 の ため の夜 間 の 日本語 学校 として スター トしている。 同

年五月 開講の第一期 の入学者 は48名 で,こ れ を初 級2ク ラス の編 成 で授 業 を行

った。 これ は関係者 の予想 を超 える数字だ った ようだが,同 年 十 月 の第二 期 目

に は受 講者 は100名 を超 え,午 後 の ク ラス も増 設 され,3段 階8ク ラス の編 成

へ と発 展 して い る。 また,1988年1月 か らは,特 に商 用 に 日本 語 を必 要 とす る

ビジネスマ ンを対 象に,ビ ジネ ス 日本 語 コー スが 開設 されている。

授業 は週 三回,1ク ラ ス90分 で,年 間 の授 業 時 間 は,144時 間 とな る。 こ の

時 間数 は,初 級 を終 わ らせ るの に は一 般 的 には きつ く,そ の ため か,教 科 書 も,

当 初,IntensiveCourseinJapanese(阪 田雪 子 他 共 著)のElementarycourse

を二年 以 上 か けて 終 わ らせ た ようである。83年 か らは,こ れ を初 級 で 終 わ らせ

る よ うに して進度 を組 み替 え,さ らに,進 度 の早 い授 業 に適 して い る とされる,

海外 技術 者研 修協 会 の 「日本語 の基礎1・II」 が 導入 され,二 年 間 で 中級 まで
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を終わ らせ るよう,努 力 が払 わ れた。 また,ビ ジ ネス ・コー スで は,日 産 自動

車 海外 部 編 のBusinessJapaneseが 用 い られ て い る。

教 授 法 につ いて は,読 み書 き よ りは会話 の能 力 を重視 している。それは,二

つ の点 か ら見 て取 れ る。

一 つ は直説法 を守 っているこ とであ る
。海外 での 日本語教育 においては,日

本 国内 で の 日本語 教 育 と異 な り,学 習者 が 共 通 の母 語 を持 って い るため,そ れ

を媒 介 言語 と して用 い る傾 向 が強 い。 しか し,天 理 日本 語 学校 で は,あ くまで

も媒 介言 語 を用 い ない直 説法 を原則 としてい る。少 しで も日本語 に慣 れ させ,

実 際 に使 用 で きるこ とを 目標 に しているか らである。海外で は,授 業 以外 の 時

間 に 日本 語 を使 う場面が ほ とん どない。 もともと天理 日本語学校 は,授 業 時 間

数 自体 が 少 な い。 しか もテキス トの フラ ンス語訳や,フ ラ ンス語 に よる文法 説

明が与 え られていた りして,そ れ を使 って予 習 や復 習 をす る。その ような学習

者が翻訳 に依存す ることな く,日 本 語 の使 用 に慣 れ る ため には,直 接 法 で な け

れ ばな らない ので あ る。

会話能力重視が見て取れ るもう一点 は,コ ミュニ カ テ ィブ ・アプ ロ ーチ を積

極的に取 り入 れ ようとす る姿勢が見 られ ることである。従 来のオーデ ィオ ・リ

ンガル法が構造 主義的言語観 を背景 としているのに対 し,コ ミュニ カ テ ィブ ・

ア プ ローチ は,実 際 の言 語使 用 に近 い発話 を教 室内で行お うとす る点で機能主

義的である。

以上 の考 え方 に沿 った具体 的な工夫 として,渡 辺(1990)で は四項 目が挙 げ

られ て い るが,そ れ を要 約 す る と以下 の よ うに なる。

1)授 業 中 に フ ラ ンス語 に よる説 明 の 時間を とらない。

2)授 業 内で は視 覚 教材 な どを多 用 して,直 観 的 な記 憶 が 残 る よ う配慮 す

る。

3)文 法 的 に正 しい表現 を一通 り指 導 はす るが,会 話 はな るべ く短 い簡 潔

な表 現 を させ るようにす る。

4)授 業 中 は,な るべ く学 習者 に発話 させ る よ うに し,教 師 の発 話量 は抑

え る。

1973年 には,フ ラ ンスで初 めて ビデ オ を用 い た授業が行 われたことが記録 に
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残 って い るが,当 時 と して は画期 的 な視 聴 覚 教材 が取 り入れ られたの も,上 の

2)な どの配 慮 に よる もの と言 え よ う。 また,3)は,知 識 と して の 日本 語 で

は な く,実 際 の会話 で 使 え る よう に,と の機 能 主義 的 な 目的 か ら くる もので あ

る。

この ように,パ リの天 理 日本 語学 校 は,実 用 的 な 日本 語教 育 を先 駆 的 に展 開

し,ビ ジネ スマ ンな どの,日 本 語 学習 に寄与 して きた ので ある。

3.2.天 理教 シン ガポ ール 出張 所 文化 セ ンター(TenrikyoMissionCenter

inSingapore,CulturalSection)に つ い て

3.2.1.文 化 セ ン タ ーの設立

天 理 教 シ ンガポ ール出張所 は,パ リ出張 所 に遅 れ る こ と2年,1972年4月 に

開設 され た。 その前 年 に は 「新加披天理教総部」 の名で宗教団体 として政府 に

登録 され,布 教 も公 認 され て いた が,布 教 活 動 の方 法 に対 す る法律 上 の制約が

強いため,初 代所 長 の井 上 昭夫 氏 の発 案 に よ り,文 化 活動 か ら着 手す る こ と と

な った。井上氏 はは っ きりと,「 文 化 活動 を通 して の シ ンガ ポ ール布教」 とい

う言葉 を用いている。4年 間 の準 備 を経 て,1976年7月 に,文 化 セ ンターが 開

所 とな る。 官公 庁 ・商社街 の中心地 にあ って,当 時 と して は 目立 つ45階 建 て高

層 ビル の15階 に開所 した とい うの だか ら,な か な か に好 条件 の場 所 を得 て い る。

ここで は,華 道 や歌 唱 の講 座 が 開設 され て いる他,東 南 ア ジ ア事 情 ・日本事 情

の書 籍並 びに天理教関連の書籍 を所蔵す る図書室 もあ る。 しか し,や は り活動

の 中心 は 日本 語教 室 で あ った。出張所長 には,初 代 の井上 昭 夫氏 の ほか,第2

代 に辻 豊雄 氏,第3代 に梅 谷忠 昭氏,第4代 に大 向 良治氏 が着 き,1997年7月

以 降,現 在 の深谷 洋 所 長 が務 め て い る。

文 化活動 か ら入 った とい う点で,結 果 的 にパ リと同 じ道 を歩 んで はいるが,

パ リの文化 活 動 が か な り多岐 にわ た り,宗 教 活動 の域 を超 え た レベ ル に達 して

いたのに対 して,シ ンガポ ール で は,布 教 の ため の手段 と して の文 化 活動 とい

う色彩が比較的強い。いずれにせ よ,天 理教 本 部 の海外 布 教伝 道部 に よる指示

で はな く,現 場担 当者 の 自主 判 断 に よって,複 数 の地 域 で文 化 活動 が 推進 され

た点は注 目に値す る。
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3.2.2.日 本語講座の 目的

文化センタ0で は文化活動 と純然たる宗教活動 とが混然 として行われていた

ようで,天 理教総部の会合,陽 気 ぐらし6)講座などの宗教上の講習会,東 南ア

ジア布教拠点代表者会 もここで行われていた。

日本語教育の 目的についても,同 様に,一 つの社会活動 としての側面 と,布

教のための手段 としての側面 とが混然となっている。文化センターの活動の柱

として 日本語講座が担 う役割について,足 立(1986)で は以下の四点が挙げら

れている。「①いかに多 くの人 を集めたか②いかにより良い日本語教育 を行 う

か③いかに学生 と親交を深めたか④いかに教えを伝えてい くか」である。営利

を目的としない,宗 教系の学校の利点 として,授 業料をかなり安 く抑えて学生

の負担 を少な くしていたため,毎 年の開講時には,広 告などを一切出さないに

も関わらず,ロ コミ等で定員の倍近い受講希望者が殺到 したようである。この

点で① は達成されている。シンガポール出張所が開設された70年 代当時から,

シンガポールでは日本語学習の需要が非常に高 く,四 つの公用語(英 語,中 国

語,マ レー語,タ ミール語)以 外では,日 本語が最 も人気の高い外国語であっ

た。故 に,天 理の日本語講座に生徒が大勢集まったの も不思議なことではなか

った。つ まり,日 本語教育は①の目的に見合 う,最 も手っ取 り早い分野の一つ

だったわけである。

② についても,当 時の状況が関連 している。当時のシンガポー一ルには,日 本

語の需要の高さに見合 う日本語教師の人材 はおらず,日 本の公的機関から派遣

された専門の教師がわずかにいるだけであった。そのため,在 日留学経験のあ

る者が,ア ルバイ トで日本語を教えるなど,確 たる教授法 も設備 も全 くない中

で,雑 多な日本語教育が横行 している状態だった。このような状況下で良質な

日本語教育 を提供することは,そ れ自体が一つの社会貢献であった。シンガポー

ル出張所初代所長の井上昭夫氏は次のように述べている。

したがって,天 理教の 日本語を通 しての海外布教伝道は,他 の現存す

る現地の民間講座 と競争するかたちではな く,現 地にあ くまで協力する

という姿勢で,充 実 した設備を備えた模範的な語学講座 を開 くことであ
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ろ う。(井 上(1982)よ り)

井 上氏 は 日本語 教 育 とい う教 育 産業の競争 に勝つ ことよ りも,シ ンガポ ール

の 日本 語教 育 界全 体 の レベ ルア ップに貢献 したい と考 えたわけであ り,こ の発

想 に は好 感 が 持 て る。 た だ し,現 実 に は天 理 の講 座 も,授 業 時 間数 の少 な さ な

ど もあ って,途 中 でや め て い く学 生 が 多 くお り,全 面 的 に成 功 して い る とは言

えな い よ うだ。

いず れにせ よ,① ② も最 終 的 に は④ を 目的 と している。 しか し,② を飛 び越

えて直接 に④ に行 くわ けで はない。 シ ンガポールでは,な るべ く日本 語 に よる

布 教 が 意 図 されてお り,布 教 の ため に も学 生 に 日本語 を理解す る能力 を高 めて

もらう必要があった。具体 的には,能 力 別 の6ク ラス編 成 で行 われ て いた うち

の最上級 に相 当す る 「上級特別」 クラスの学生が,特 に布教 の対 象 と して意 識

され て いた。 これ に関 して は,次 の よ うに記 され て い る。

上級 までの4年 間で卒 業 とな るが,そ の 後 も続 けて学 習 した い者,或

い は天理 教教 義 に も関心 が あ る者 などを対 象 と して,上 級特 別 とい う ク

ラス を設 けて い る。 このクラスは定期試験 も行 わず,気 軽 に楽 しく 日本

語 や 日本 文化 や 日本事情 に親 しめる授業 を行 っている。 そ して,主 に こ

の ク ラスの 学生 に天 理教 の話 を取 り次 いだ り,『 お ち ばが え り』5)を勧 め

た りしてい る。(足 立(1986)よ り)

この最 後 の部 分 は基 本 的 に授 業外 で行 われている。天理教伝道部 の関係者 も

参加す るパ ーテ ィーに招待 して親睦 を図 った り,天 理 教 の行 事 へ の参 加 を勧 誘

す る場 合 もあ った らしい。 もちろん,参 加 は 自由 との こ とで,参 加 を強要 した

り,あ るい は参 加 を希 望 しない学生 を冷遇 した りな ど,日 本 語 教育 の本 来 の あ

り方 か ら逸 脱す るような方法は取 っていない。

3.2.3.学 校 の沿 革

四十 人 程度 収容 で きる大教室,十 人程度 の小教 室 と,二 つ の教 室 を持 って い

た こ とは,当 時 の民 間 の 日本 語学 校 と して は,規 模 の大 きい方 で あ った。 しか

し,教 師 に関 して は,当 初,出 張 所 員 が布 教 活動 のか たわ ら教 えた り,日 本 語

教 育 の経験 が少 しで もあ る現地在住 の 日本人にアルバ イ トを頼 んだ りなど,十
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分な体制が取れていない。教室 について も教師 について も,パ リの学 校 とはか

な り対 照 的 の ようである。 あま りによ く教師が入れ替わ るこ とが学生 の不評 を

買い,1981年 に よ うや く,天 理大 学 別科 日本 語課 程所 属 の足 立正次氏が専任講i

師 と して赴任 して い る。 足 立氏 は,授 業 の準備 は も とよ り,学 生 の た めの証 明

書 発行 な どの事 務作業に至 るまで を一手 に引 き受 けてや っていたことを述懐 し

ている。足立氏 に代わ って,1984年 に派 遣 され た深川 治 道氏 も,同 じ く天理 大

学 別科 の専任 教 員 で あ り天理大学で開講 されていた 「日本語教員養成課程」 を

修了 している専 門家であるが,同 時 に深 川氏 は も と もと海外 布 教伝道部の一員

で もあ ったことか ら,シ ンガポ ー ル出張所 員 と して の仕事 も兼務 していた。 日

本語教室 に限 って も 「校長か ら事務員 ・用務員 まで を一人でや っているような

もの」(深 川(1988))だ った とい うか ら,全 体 と して は,さ ぞ多忙 で あ った こ

とだろ う。

3.2.4.授 業 運 営

ク ラス編 成 は初級(Beginners),中 級(lntermediate)1,同H,上 級(Advance),

上 級特 別(AdvanceSpecial)の5コ ー ス の うち,初 級 の み2ク ラス で,合 計6

ク ラス か らな り,い ず れ も,7月 か ら6月 まで の年 度 を3学 期 に分 割 し,6月

末 の修 了式 で修 了証 明書 を学 生 に授与す る。授業 はすべて一人の講師が布教活

動の傍…ら,毎 日夕 刻 か ら曜 日ご とに クラ ス を替 えて行 う。そのため,各 ク ラス

の授 業 時 間 数 は少 な く,上 級 特 別 以外 の各 ク ラス は週120分,上 級 特 別 ク ラス

は週90分 のみ で あ る。

授 業 運 営 に 関 す る最 大 の特 徴 は媒 介言 語 を使 用 してい る点で あ る。足 立

(1986)に は,初 級 ク ラス にお け る文 法説 明 や難解 な語彙の意味説 明には英語

を活用 したこ とが記 されてい るが,そ の要 因 はや は り授 業 時 間数 の少 なさにあ

った。確 かにこの時間数で初級 クラス を直説法 で運営す ることは至難 のわざで

あろ う。初級 クラスで帰納的な理解 を進 めるパ タ0ン 練 習 な どは,あ る程度 の

時 間 を必 要 とす るか らであ る。 この点で直接法 にこだわるパ リとは異 なる方法

をとっていることになる。 しか し,理 想 と して は 日本 語 に接 す る機 会 を少 しで

も確保す るこ とが重要で,中 ・上級 クラ スで は,英 語 の使 用 を最小 限 に とどめ
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た ことを足立氏は述懐 している。

ここに見 られるパ リの天理 日本語学校 との違いは,運 営方針の違いと直結 し

ている。パ リでは純粋 な日本語教育を志向 しているのに対 し,シ ンガポールで

は,布 教活動 と並行 しているため,教 師の確保,授 業時間数等で制約があるの

である。 しかし,こ れに携わった教師の努力は大変なもので,日 本から直輸入

されているテキス トや教材の費用が高価であるために,学 生用のテキス トをは

じめ,文 型表や単語の英訳なども教師がコピーして手渡 している。初級の授業

で多用 される絵パネル も,手 作 りで作成 したと深川氏は述べている。

また,授 業時間の不足 を補うために,毎 回宿題を出 し,そ の添削に時間を費

やすなど,そ の奮闘ぶ りは立派なものである。教師自身が一種の使命感で,制

約の中で最大限にいい教育を行おうとしていることがうかがえる。

3.3.香 港 天理 日語学 校 につ い て

3.3.1.戦 前 の香 港 天理 日語 學 校

今 か ら54年 前 の1942年(昭 和17年)10月 に,現 在 の学校 と全 く同 じ名前 の香
チクコイ トイ

港天理 日語學校が香港島の高台竹居台に開校 した。当時,中 国広州で天理教華

南伝道庁庁長を務めていた福原登喜氏が開校の労を執った。福原氏は,既 にそ

の3年 前の1939年(昭 和14年)に 広州 日語學校を開校 し,そ の校長 も務めてい

たので,広 州と香港の二校の校長を兼務することとな り,ほ ぼ月の半分ずつ滞

在 して執務 した。その上で香港の実質的な責任者 としては,華 南伝道庁から井

上松夫,な つ子夫妻が派遣された。福原氏 は天理外国語學校(現 在の天理大学

国際文化学部の前身)の 支那語科第0部 を卒業 しているが,香 港総督府文化部

にはその同窓がいたらしく,関 係者の紹介等の援助 を受けている。福原氏は近

年逝去 したが,当 時の模様 を福原(1995)に 克明に書 き残されている。それに

よると,ク ラスは初等,中 等,高 等の3ク ラス編成で,三 ヶ月で修了する短期

のコースだったようだ。受講希望者 も多 く,そ れに対処するために香港の現地

人を助手 として採用 したことも書かれている。

しか し,第 二次世界大戦の終結 とともに,1945年 にひとたび閉鎖 されている。

太原や広州の他の天理 日語學校 も同じ運命をたどった。
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3,3.2.現 在の香港天理 日語学校

戦前,香 港 日語學校を創設 した福原登喜氏は,1978年 に香港出張所の初代所

長の任 を受け,23年 の歳月を隔てて再び香港の地 を踏む。福原氏は再び日本語

学校 を開設 したいという希望を持ち,所 員 もそれに応 じて,開 設への準備が進

められる。その間,1982年10月 には日本語学習会の開催が始められた。週1回,

2時 聞の授業が無料で開講 され,約20名 の生徒が集まった。1984年 には香港天

理 日本語教室として仮開設 している。この時,教 師のために,天 理大学別科の

渡辺治則講師(現 在 はTLI日 本語教育コース長)を 招いての教授法講習会が
ワンチヤイ

行 われている。 その間,福 原氏 は教 室 の場 所 を街 中 に探 し,湾 仔 の ビルの一 部

を確 保 した。

そ う して,1986年4月 に香 港総 督 府教 育署 か ら仮 登録 の許可が出て,同 年7

月,香 港 天理 日語学 校 が新 た に開校 した。前述のパ リ,シ ンガポ ール よ りも一

回 り以 上若 い ことになる。校長 には,天 理 大 学 日本 語選 科 出身 で,東 京 都 立 大

な どへ の留 学 経験 もあ って,当 時香 港理 工 学 院 の講 師 を していた藥良礎氏が就

任 した。70歳 の福 原 氏 は名 誉校 長 の称 号 を受 けた。 日本 の香港総領事館 も開校

に深 い関心 を寄せ た。松浦総領事 は,福 原 氏夫 妻 と学 校 の 職 員6名 を官 邸 に招

い て接待 してい る し,ま た総 領事 自 ら文 化 部 長 とと もに学校 を訪問 し,授 業 も

参観 して い る。

当初 は,初 級 の み の2ク ラス編 成 で,学 生 数 は33名 で あ った。 教 師 に は,ス

チ ュワ ーデ スの経 験 の あ る北村美津子氏 ら2名 が 就 い た。教 員 には主 に天理教

海外布教伝道部員が派遣 され,常 時3～4名 が い た。 ク ラス は16段 階が 設 け ら

れ,そ の す べ て を修 了 した者 を卒 業 と したが,初 め て の卒 業 生 を 出 した の は

1993年 で あ った。 この年 の1月 第1回 卒 業 式 が挙 行 されて い る。 学生数 は1989

年10月 開講 の時 が最 大 で,140名 で あ った 。現 在 はほ ぼ平 均 的 に100名 前 後 の学

生 が 受 講 して い る。 察初 代校長 のあと,大 向 良治 氏(1989.12～1992.9),山 本

敏 雄 氏(1992.9～1994.9)を 経 て,現 在 は開校 時 か らの教 師 で あ る北村美津子

氏(1994.12～)が 校 長 の任 に就 い てい る。

香 港 天理 日語学校 も社会的に開かれた体 制 を取 りなが ら,毎 年 夏 に 「天理 大
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学 よふぼく7)会」 との交歓会を行い,バ ーベキューやゲームなどを行い,親 睦

を深めるなど,パ リと同じく,日 本語教育その ものの純粋な社会的貢献の上に,

天理教の信者 との交流をも深めてい くという二段構えの目的に沿 って運営され

ていると言 うことがで きる。筆者の手許に香港天理 日語学校の創立十周年を記

念する学生たちの作文集があるが,す べてワープロ打 ちされた,イ ラス ト入 り

の,実 にきれいな作文集である。各学生の作文は,ど うやら教師がある程度添

削 した後の ものらしく,誤 用の少ない美 しい日本語 となっている。文面からは

日本語学習の充実感や,日 本語学習を通 じて出会った人々との交流の喜びなど

が生 き生 きと綴られていて好感が持てる。また,中 に日本の筑波大学への留学

が決定 したことを記す もの もあ り,日 本語教育そのものが成果をあげていたこ

とが うかがわれる。

3.4.メ キ シコその他 の地域 の 日本語 学 校

3.4.1.メ キ シコ天 理 教 日本語 学 校

メキ シ コ ・シテ ィーのメキシコ天理教 会では,か な り以 前 か ら,信 者 対 象 に

寺子 屋 式 で 日本語 学 校 を発足 させ ていたが,1991年 に正式 に メキ シコ天理 教 日

本語 学校 として開講 してい る。生徒数 は30人 程度 で,「 初級 」 か ら 「レベ ル7」

まで,七 段 階 に ク ラス分 け され る。 教科書 は 『新 日本語の きそ1』 を使 用 して

い るが,こ れ一冊 を終 え るの に三年 半 をかけるら しい。 これ も学習時間が少 な

いためだ。初級のみ3月 と9月 の 開講 時 に募 集 し,そ の他 の レベ ル は随時 受付

を行 う。学生の応募資格 は特 にな く,天 理 教 の信 者 以外 で も入 れ るが,天 理教

の文化 行 事 に誘 わ れた りす ることはあ る。教 師は現在 わずか2名 で ,一 人 はメ

キ シ コ天 理教 会 中畝 会長 の令嬢が当 たってお り,も う一 人 は,日 本 の天 理教 本

部 の 海外 布教 伝 道 部の幹部が一年間の 日本語教 師養成講座 を受講 してか ら派遣

されて きて いる。 この人には,日 本 の天 理教 本 部 か ら給 与 が与 え られてい る。

学校 の 目的 は,や は り前例 に違 わ ず,基 本 的 に は社 会 貢献 を表 に しなが ら,

それ に よって得 た現 地社 会 で の信 頼 をもとに,布 教 活 動 を推 進 して い くとい う

こ とで ある。
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3.4.2.そ の他

天理 教 の 海外 組織 が経 営 す る本格 的な 日本語学校 として は,上 述 のパ リ,シ

ンガポ ー ル,香 港,メ キ シ コの他 にニ ュ ー ヨー クが ある。ニ ューヨークでは,

天 理 日本 語 学 校 と天 理 ギ ャ ラ リー とか ら成 る,TenriCulturalInstituteof

NewYorkが 文化 活動 を行 って い る。 日本 語 学校 では,初 級 ・中級 ・上 級 の3

種 類 の クラス が,7週 間 を1セ ッシ ョン と して 開講 され て い る。ただ し,本 稿

で は十 分 な資 料 が 入手 で きなかったため,詳 細 は別稿 に譲 りたい。

そ の他,イ ン ド(ボ ンベ イ),ブ ラ ジル(サ ン ・パ ウ ロ)な どで も規 模 は小

さい ものの 日本 語教育 を行 っている。

3.5.全 体 を概観 して

本章では,パ リ,シ ンガポール,香 港 と,三 地域の天理教 日本語学校 につい

ての調査結果 を報告 した。その結果,そ れぞれの地域で布教 を任 された人々が,

それぞれの自主判断で日本語学校を創設 し,運 営 してきた ということがわかっ

た。従 って,日 本語教育の国際的展開といっても,各 地域の学校を統括するよ

うな統括者,本 部,運 営方針があるわけではな く,布 教 という共通の目的のも

とに,自 然に展開されていった ものと言 うことがで きよう。従 って,任 に当た

った当事者の様々な苦闘には敬服 させ られた。

今後,日 本語教育の国際的展開ということを真剣に考えるならば,現 在天理

教本部で運営 されているTLIの 機能をより拡大し,各 地域の 日本語学校を統

括 し,本 部で専門の日本語教師を採用 して,各 地域に派遣することで,教 授法

や教授内容の一定水準を確保することが望 まれる。 また,深 川(1988)で 提言

されているように,各 地域の日本語学校の学生を天理大学夏期 日本語講座に参

加 させるなどの,有 機的な連動 も望まれるが,こ の点は既 に近年実施 されてき

ている。 ともあれ,一 宗教の枠 を超えて,国 際的な日本語教育の展開に大きく

寄与することが今後 も期待 されるところである。

4.結 語

本研究における調査 は,全 体 を通 じて,文 献調査及び,そ の補完 として,実
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際 に教鞭 を取っていた方などに行った聞 き取 り調査 を基に している。 しか し,

学習者側の調査 を全 く行っていないため,こ れらの学校の日本語教育が実際の

ところどの程度の成果 をあげたのか,学 習者の 日本語能力の推移,就 職や進学

などに実際にどのように活かされたか,ま た,学 習者はどの程度満足 したか,

学習者 を含めて現地社会はどの程度,天 理教 日本語学校 を認め,受 け入れたか,

などについての,客 観的な資料をほとんど得ることができなかった。それは今

後の課題である。

また,天 理教の海外布教の実態 との関連という点で も,本 稿では対象外 とせ

ざるを得ない。そもそも,い かなる宗教において も,海 外布教 というものは,

宗教的使命感に裏付 けられた強靭な意志 を原動力 として,想 像を絶する苦闘を

繰 り返 しながら行われる,極 めて人間的なものであろう。その意味で,日 本語

教育を布教戦略の一部 として見ることはで きたとしても,実 際の海外布教に取

り組んだ人々にとっては,そ れは枝葉の問題 としか映 らないことであろう。そ

ういう意味 もあって,本 稿では布教の成果などについての考察を見送っている。

海外布教 と言語の問題は,む しろ,布 教 しようとする側が相手の言語を習得

して,自 らが信 じる教義 を翻訳 しながら相手に伝 えようとする時に生 じる意味

論的問題が,重 要な課題 を提示 している。その宗教が,そ れが発生 した地域の

文化 を背景 として背負 っているものであればあるほど,「翻訳不能」 という難

題に直面させ られることであろう。そのことの良 し悪 しはここで論 じるべ きで

はないが,天 理教の教義が 日本的文化 を背景 とするものであることは,恐 らく

疑いないであろう。実際に天理教の海外布教に携わった,天 理教 シンガポール

出張所初代所長である井上昭夫氏 は,教 義の上で翻訳の難 しい言葉をい くつか

挙げている。例 えば,「 誠真実」 という言葉は,天 理教では,相 手の気持 ちが

わか り,人 を助けることを喜べ る心のことを言 うが,英 語でsincerityと 訳す

と,本 音 と建て前の区別なく,自 分 自身に忠実に主張できるようなあ り方を指

す ことになり,文 脈 によっては正反対の意味 になる場合 もあるとい う(井 上

{1982}p.152}o

天理教において海外布教 と日本語教育が しばしば同時並行で行われようとし

た背景には,こ のような 「翻訳不能」の壁 を避け,教 義 を日本語 ・日本文化 と
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ともに伝 えていこうとしたので はないか,と い うこ とが考 え られ る。 た だ,こ

の よ うな問題 は,い か な る宗教 に も大 な り小 な りつ きまとう問題ではあ る。今

後,天 理教 の教 義 につ い て の哲 学 的 な考察か ら,さ らに宗 教 教 義 の哲学 的研 究,

意味 論 的研 究 の 目か ら追 究 され なければな らない問題であ る。

結局,本 研 究 の延 長上 に追究 すべ き課 題の,遠 大,か つ 興 味深 さを確 認 し,

結 語 と した い。

注

1)以 上の こ とは 日本語教 育 に限 らず,外 国語教 育 の一般 論 と して言 え るこ とで あ る。

例 えば 日本 にお ける英 語教育 は,や は り圧倒 的 に 日本 国内の公立 学校 や民 間 の学校

において運営 されて いる もので,英 語 圏国家 が英語 を世 界中 に普及 しよう として国

際的 に英語教 育 を展 開 して い る例 は少 ない。

2)天 理教 の 日本語教育 と海外布教 実績 の相 関関係 は どうか とい った,宗 教社 会学 的

な問題 は,当 面,資 料 や筆者 の能力が不足 す るため,機 を改 めるか,あ るい は,ふ

さわ しい研 究者 によって継続 され るこ とを望 む。

3)「 お ち ば」 とは,天 理教 教会 本部 が あ る奈 良県 天理市 を,天 理教 の聖 地 と して尊

称す る表現 であ る。親神が この世 の は じま りに人間 を宿 し込 ん だ場所 と して,「親里」

ともい う。天保9年(1838年)に 教祖 中山 み きが天理教 を開創 したのが この地 であ

る(当 時 は庄屋 敷村 とい った)。 現在,天 理教 教 会本部 には,神 殿,礼 拝場,教 祖殿,

祖霊殿 とい った宗教施 設が二 階建て の回廊で結 ばれ,一 種 の城 郭都 市 の よ うな景観

をな して いる。 また,信 者 の修 養 ・宿 泊施設 や,天 理幼稚 園 か ら天理大学 に至 る一

貫教 育機 関,天 理 図書 館 な どの文化機 関,憩 の家(病 院)な どがあ る。

4)「 真柱(し んば しら)」 は,天 理教 を統 括す る管長 の尊称 。 第二代の 中山正善 管長

は,1967年 に逝 去 し,第 三代 の善衛真柱 が継承 している。現在 は天理教 内で は管長

とい う呼称 は用 いない。

5)「 お ちばが え り」 とは,「 お ちば」 であ る奈 良県天理市 の天理教 教会本部 を参 拝す

る こ とを,親 の膝元 に戻 る こ とと して呼ぶ表 現。初 めて訪 れた参拝者 に も 「お帰 り

な さい」 の言 葉で歓迎 す る。

6)「 陽気 ぐら し」 とは,天 理教 の教義 の根 幹 をなす考 え方。 親神 が 人間 を創造 した

理 由 は,人 間が陽気 ぐら しをす るの を見 て,神 も共 に楽 しみたか ったか らで あ る,

とす る。 人々が個 人のわが まま を捨 て,互 い を尊重 して共生 す る ところに,真 の 陽

気 ぐらしがあ る,と 説 い てい る。

7)「 よふぼ く」 とは,布 教伝 道 を進め る人材 を指 す言葉 であ る。 「陽気 ぐら し」 の世

界建 設 を建物 の建築 にた とえ,そ れ に取 り組 む人材 を建築 の用材 にた とえて 「用木 」

と呼ぶ 。 天理教 の原 典(「 おふ で さ き」 「みか ぐらうた」 「お さ しづ」)に 従 って,
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「よふぼ く」 と表記 す る。
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